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様々な「おもちゃ絵」
一枚刷りの木版（銅版）印刷物

1．知識・教訓画（文部省発行・民間発行）

2．もの尽くし

3．ストーリーのあるもの

4．切り離して遊ぶもの 立版古・手遊び

5．そのほか

これらを順に紹介していく。



1873（明治６）年文部省布達幼「幼童教育ノ為
メ絵画器品配布」

幼童家庭教育用絵畫

文部省製本所発行

（1）衣食住之内家職幼絵解之図
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（4）西洋機械発明家図

図版の材料は「自助論」（スマイルズ：セルフヘル
プ）からが多い。セルプヘルプは、『西国立志編』
（中村正直訳）として知られており、福澤諭吉の
『学問のすすめ』と並んで、明治初期の二大ベスト
セラーだった。

ワット：英国の瓦德（ワット）は蒸気機関を造出さ
んとて土瓶の口より出る湯気の水に成りたるを匕に
て一滴づつ計り居たりしを叔母其無益の事に時を費
すを憤りしが遂に機関を発明し数多の功をあらはせ
り

以下、同様の「西洋機械発明家図」数点を紹介する。
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幼童家庭教育用絵畫
1873（明治6）年に文部省から､47枚が刊行された。
幼童家庭ノ教育ヲ助ル為メニ、今般当省ニ於テ、各種ノ絵畫玩器等

ヲ製造セシメ、之ヲ以テ幼稚座臥ノ際遊具ノ具ニ換ヘバ、他日小学就
業ノ階梯トモ相成其功少カラザルベク 「文部省布達」
また、「文部省報告」には、以下のような説明もある。
欧米列国ノ先案ヲ模擬シ、各種ノ絵畫玩器等ヲ造リ、遍ク之ヲ播布

シ、以テ家庭ノ訓ニ供ス。
これ以降も続けて刊行されたらしく、現在104枚が確認されていると
いう。 『文部省掛図総覧二』中村紀久二解説

日本体育大学図書館では、49枚を所蔵している。

これらは、官版の「おもちゃ絵」だといっていい。
以下では､民間発行の「おもちゃ絵」を紹介する。



孝行のごほうび

江戸期以来の「善」「悪」対比

民間の知識・教訓画



冊子形態の「実語教」。」子ども
向けの装丁本
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史
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。



江戸期以来の「善」
「悪」の対比、でも
よく見ると・・・

「小学読本はもうあげました。



『錦絵修身談』
（全六巻）明治15年 山名留三郎など 普及舎 絵は月岡芳年

内容 和＋漢＋洋の教訓話と見開きの挿絵

これは､本の挿絵（見開き）であり「おもちゃ絵（一枚絵）」ではない。



巻四（九）瞽女志を励
して裁縫に達す

1．大和の「しか女」盲目⇒裁縫名人
2．塙保己一 目者（めあき）は不便
修身談 盲目のひとでさえ 文字や裁縫を覚えよ



『
錦
絵
修
身
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掲
載
の
修
身
教
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に
対
応
し
て
書
か
れ
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一
枚
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に
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示
す
る
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像
集
。









教導立志基 教訓一枚絵シリーズ

「
平
家
物
語
」
の
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裟

と
盛
遠(

後
、
文
覚
上
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」
の
エ
ピ
ソ
ー
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史
話
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読
む

こ
と
は
、
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修
身
教
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の
中
心
に
な
っ
て
い
く
。





・神功皇后（仲哀天皇の后）
・三韓征伐
・渡海の際、お腹に石を当ててさらしを
巻き、冷やして出産を遅らせた。（産れ
たのは応神天皇）
・武内宿禰＝伝説上の忠臣
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真ん中上の図 拡大



吉備真備 野馬台之詩（予言詩） 蜘蛛の糸加藤清正 蔚山（ウルサン）籠城 蛇の目＝家紋

右下の図 拡大真ん中下の図 拡大
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＋
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ま
た
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コ
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史
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。
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イソップ（蟻と鳩）木版画
「情けは人のためならず」





2．もの尽くし

もっとも「おも
ちゃ絵」らしい
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良い天気だ
にぎやかだねえ
たいそうな人でこざいます











歌川芳藤は玩具絵において、丁寧な仕事をしており
「おもちゃ芳藤」と呼ばれた。

文政11（1828）年－明治20（1887）年





ここまでのまとめ おもちゃ絵の内包する問題

内
容
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懲
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悪
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狸

兎
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育
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て

・
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・
子
ど
も
が
参
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で
き
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・
消
耗
品


